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Time Line

「瞬刊雑誌」
＝

自分 = 読者　　

ライター

= 編集長

フォローした人＝

自ら抱える“連載陣”
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特集記事
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#designit2009

@name 2009/08/28 14:02
Tokyo
...

Twitterのデータの持ち方（XML)と公開されたAPIによって、さまざまなコンテキス
トによるシステム化がなされ、データがコンテンツ化されている。





一覧性紙面

新聞をぱっと広げた時に、その中に主要なニュース

がちゃんと重み付けを伴ってそこに出ている。そ
の紙面を見ることによって、非常に大きな情報が

一瞬にして伝わる。今いろんな意味ですぐれた情

報伝達メディアが世の中にたくさん生まれています

が、一覧性紙面の情報伝達力というのは、今のと
ころ新聞だけが持っている能力です。（立花 隆）

http://www.asahi.com/sympo/060911/03.html



新聞の紙面には
「見た目」という形で
記事の属性が
「保存」されている

位置
面積

見出しの大きさ
見出しの修飾

写真・図表の有無
...



だがウェブの「紙面」ではそれが生かされていな
い。紙がよくてウェブがだめということではな
く、紙面が、つまり新聞がもっている優先度・重
み付けという属性がおそらくメタデータ化されて
おらず、その属性を活かしたデザインがウェブに
なされていないということ。整理部という、UCD
に卓越した編集者群の知見がデータ化されていな
いという、もったいない状態。



記事の「逆ピラミッド」構造

総選挙、関心高いが期待薄？　朝日新聞世論調査

　朝日新聞社が衆院選の序盤情勢調査と併せて１８、１９の両日実施し
た世論調査によると、今回の衆院選に「大いに関心がある」と答えた人

は５４％に達した。郵政解散で国民の関心が高まった０５年衆院選の時の調査と
同じ数字で、高い関心度の表れといえる。「少しは関心がある」は３７％（０５年調査では
３８％）、「関心はない」は９％（同７％）だった。
　「大いに関心がある」とする人の衆院選での投票動向を探ると、比例区投票先を答えた人のうち、自民は２
４％なのに対し、民主は５７％。０５年に自民４７％、民主３３％だったのと逆転している。
　政権交代が起きたら日本の政治が「よい方向に向かう」と思う人は２４％で、「変わらない」が５６％を占めた。「悪い方

向に向かう」は８％。比例区で民主に投票すると答えた人の中でも「よい方向」との答えは４１％で、「変わらない」とする
４６％の方が多かった。
　公示直前に実施した世論調査でも、子ども手当など民主党の目玉政策への評価の低さが浮き彫りになっている。有権者による「政権交代願
望」の強さは情勢調査結果でも表れたが、それが民主党の政策や政権運営への期待の反映とはいえないようだ。

（ 2009/8/20 22:57 asahi.com）

一般に新聞の本文ははじめから、重要度・必要
度の高い順で情報が書かれている。どの長さで
きってもいいようになっている。しかし、どこ
で切っていいか、個々の分の重要度や必要度は
どのくらいか、という情報はメタデータとして
もっていないだろう。



一般的なリキッドレイアウトは、好きな幅にできる利点があ
るが、よみやすい一行の文字数という原則からはずれてしま
う。 
New York Timesの専用アプリは、ウインドウの幅に合わ
せて記事のレイアウトを最適化する。
記事ごともしくは記事内の情報の重み付けと、このような
「美しいレイアウトのためのアルゴリズム」があれば、ウェ
ブの新聞も「紙面の一覧性」を容易にもてる。



大手通信情報企業のコールセンターでの事例

オペレーターはドキュメントを参照しながら顧客と応対する。



スクリプト 応対フロー 製品サービス情報
／QA

様々な既存ドキュメントが存在。
求められたのはこれらを統合した見やすく使いやすいヘルプシステムの
UIだったが、そもそもの、最大の問題は文書の非構造化だった。



スクリプト 応対フロー 製品サービス情報
／QA

複数の種類のドキュメントにわかれているため、単一ソースの情報が複数の
場所に複数のかたちではいっていた。



スクリプト 応対フロー 製品サービス情報
／QA



当然、ワンソースマルチユースにしましょうという話になる。



ではその「ワンソース」とは何か、どうやって作るのか、ということになる。

既存のフローチャートでは、分岐のところで実際には二つの問いをしていたりした。
厳密にフローのロジックをくむ必要がある。→記述方法のコンサル



様々なシステムやドキュメント、ある
いは人に属している情報を個々人の力
技によってひきだし、結果として「出
力」されるのは、相手・環境・質問内
容、というコンテキストに完全に適合
された「応対」というスクリプト。



 solution すべての情報提供の基盤をフローとする
 goal  正確な情報を適切なタイミングで提供する



コンポーネントの単位

情報をコンポーネント化して、その組み合わせでコンテンツを作る
・コンポーネントは組み合わせ可能
・コンポーネントとフローも組み合わせ可能にする



総選挙、関心高いが期待薄？　朝日新聞世論調査

　朝日新聞社が衆院選の序盤情勢調査と併せて１８、１９の両日実施した世論調査によると、今回の
衆院選に「大いに関心がある」と答えた人は５４％に達した。郵政解散で国民の関心が高まった０５
年衆院選の時の調査と同じ数字で、高い関心度の表れといえる。「少しは関心がある」は３７％（０
５年調査では３８％）、「関心はない」は９％（同７％）だった。
　「大いに関心がある」とする人の衆院選での投票動向を探ると、比例区投票先を答えた人のうち、
自民は２４％なのに対し、民主は５７％。０５年に自民４７％、民主３３％だったのと逆転してい
る。
　政権交代が起きたら日本の政治が「よい方向に向かう」と思う人は２４％で、「変わらない」が５
６％を占めた。「悪い方向に向かう」は８％。比例区で民主に投票すると答えた人の中でも「よい方
向」との答えは４１％で、「変わらない」とする４６％の方が多かった。
　公示直前に実施した世論調査でも、子ども手当など民主党の目玉政策への評価の低さが浮き彫りに
なっている。有権者による「政権交代願望」の強さは情勢調査結果でも表れたが、それが民主党の政
策や政権運営への期待の反映とはいえないようだ。
 （ 2009年8月20日22時57分 asahi.comより）

記事でいえば、優先度メタデータを加味し
て、どの単位でデータベースにいれるか。
ひとつのテーブルにひとつの記事をいれれ
ばよい、とは限らない。それこそが新聞た
らしめている記事の重みであったりするの
で。
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reply

#

cont.

#

ReTweet

情報の関係を見いだすことが
大きな胆。関係を見いだすこ
とによって、コンテンツが
データに分解できる。
ここでのコンテキストとは、
コンテンツ内部に潜むデータ
同士の「関係」が主。
既存のコンテンツには、見え
ない形で様々な関係がすでに
潜んでいる。それを見いだす
ところに専門性がある。
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すでにデータに分解されている情報は、そこに関係を付加すること
でコンテンツになる
ここでのコンテキストは、タスクにもとづいて定義される関係
どのような人、目的、環境があるのかによって、どのような関係を
作るかが決まる。そこにUCDを行う意義がある
データとコンテキストがモデル化すれば、これらは鋳型となる
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データに解体し、

コンテキストにしたがい、

コンテンツに再構成せよ
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